
 

 

平成２９年１１月５日 

食 中 毒 発 生 概 要 

 本日、食中毒発生に伴い飲食店への営業停止処分を行いましたので、お知らせします。 

 

１ 概要 

（１）探知 

平成２９年１１月１日（水）１８時５０分、熊本市保健所に市民の方より「熊本市

内の飲食店で、知人と４名で食事をしたが、そのうちの２名が発熱、下痢、腹痛の症

状を起こした。食中毒ではないか。」と連絡がありました。 

（２）調査 

   調査の結果、当該グループは４名で平成２９年１０月２８日（土）に同じ飲食店で

食事をしており、うち２名が１０月３１日（火）に、発熱、下痢、腹痛などの症状を

訴え、医療機関を受診していることが判明しました。 

（３）決定 

   有症者２名の共通食に当該飲食店での食事があり、また、有症者の検便結果、有症

者の喫食状況や発症状況、当該飲食店での調理状況（鶏肉の加熱不足での提供や手指

や調理器具等からの二次汚染の可能性あり）から、この飲食店の食事を原因食品とす

る食中毒と断定し、この飲食店に対して営業停止を命じました。 

 

２ 有症者の状況 

（１）発症日時  平成２９年１０月３１日（火）７時（初発） 

（２）主な症状  腹痛、下痢、発熱、関節痛 

（３）喫食者数  ４名 

（４）有症者数  ２名（有症者の２名とも年齢３４歳） 

          内訳 男性：２名 

（５）その他   医療機関受診者２名（入院者０名） 

２名とも快方に向かっています。 

 

３ 原因食品   １０月２８日（土）に当該飲食店で提供された食事（１９時頃喫食） 

          

４ 病因物質   カンピロバクター 

５ 原因施設（１）名称（屋号・商号） かやのき 

（２）業種        飲食店営業（一般食堂） 

（３）営業者氏名     池田
い け だ

 岳
たか

洋
ひろ

 

（４）営業所所在地    熊本市中央区花畑町１３－２８ 

             トライビル１F  

６ 措置等 

  営業停止 平成２９年１１月５日（日）から１１月７日（火）までの３日間 

 

 

－裏面があります－ 

 

報道資料 



【備考】 

検体内容 検体数 結  果 備  考 

有症者便 ２ カンピロバクター陽性２検体 
熊本市及び熊本県で

の検査 

調理従事者便 ３ 検査中 
熊本市での検査 

原因施設の拭取り １０ 検査中 

※平成２９年１１月５日現在 

※検査機関：熊本市環境総合センター、熊本県保健環境研究所   

【参考】 

 熊本市における食中毒の発生状況（ただし、本件は含まない。） 

 平成２９年 平成２８年 平成２７年 平成２６年 平成２５年 

発生件数（件） ５ ３ ６ ５ ５ 

患者数（名） ６９ ９３ １２６ ６２ ６７ 

死者数（名） ０ ０ ０ ０ ０ 

なお、平成２５年の５件のうち１件（患者数１１名）、平成２７年の６件のうち３件（患

者数１６名）、平成２８年の３件うち１件（患者数１６名）、平成２９年の５件のうち４件

（患者数２０名）は、本件と同じカンピロバクターを病因物質とするものであった。 

 

《カンピロバクターによる食中毒について》 

〔特徴〕 家畜、家きん類の腸管内に生息し、食肉（特に鶏肉）、臓器や飲料水を汚染 

     する。乾燥に極めて弱く、また、通常の加熱処理で死滅する。 

〔症状〕 潜伏期は２～５日とやや長い。発熱・倦怠感・頭痛・吐き気・腹痛・下痢 

     など。少ない菌量（１００個程度）でも発症。 

〔過去の原因食品〕 食肉（特に鶏肉）、飲料水、生野菜など。 

〔対策〕 ・食肉は十分に加熱調理（中心部を７５℃以上で１分間以上加熱）を行う。 

     ・食肉は他の食品と調理器具や容器を使い分けて処理や保存を行う。 

 

＊なお、本件に関する取材については、本日●時●分まで対応いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお本件に関する取材に関しましては、本日１６時３０分まで対応いたします。 

 
（お問い合わせ先） 

 熊本市保健所 食品保健課 
  課長：松永 孝一 

  担当：技術主幹 中林 
  電話：０９６－３７１－５００６ 

     ０９６－３６４－９４２０ 

《カンピロバクターによる食中毒について》 

〔特徴〕 家畜、家きん類の腸管内に生息し、食肉（特に鶏肉）、臓器や飲料水を汚染 

     する。乾燥に極めて弱く、また、通常の加熱処理で死滅する。 

〔症状〕 潜伏期は２～５日とやや長い。発熱・倦怠感・頭痛・吐き気・腹痛・下痢 

     など。少ない菌量（１００個程度）でも発症。 

〔過去の原因食品〕 食肉（特に鶏肉）、飲料水、生野菜など。 

〔対策〕 ・食肉は十分に加熱調理（中心部を７５℃以上で１分間以上加熱）を行う。 

     ・食肉は他の食品と調理器具や容器を使い分けて処理や保存を行う。 

     ・食肉を取り扱った後は、手を洗ってから他の食品を取り扱う。 

     ・食肉に触れた調理器具等は使用後洗浄・殺菌・乾燥を行う。 

〔熊本市での過去の発生例〕 

年 発生数 年 発生数 

平成１９年 ０件 平成２４年 １件（患者数１２名） 

平成２０年 １件（患者数３名） 平成２５年 １件（患者数１１名） 

平成２１年 ０件 平成２６年 ０件 

平成２２年 １件（患者数２４名） 平成２７年 ３件（患者数１６名） 

平成２３年 ０件 平成２８年 １件（患者数１６名） 

  （平成１９年からの１０年間で、熊本市において８件（患者数８２名）発生） 


